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令和５年度事業実績
○ 基金繰入額

○ 基金繰入額

積立金 内　容 予算額 決算額 差引額

森林環境保全
基金積立金

　森林環境税の目的である、「森林環境の保全」と「森林と共生する文化の創造」を
図る事業を計画的かつ確実に実施するため、基金として積み立てる。

600,643 600,375 -268

区分 内　容 事　業　名 予算額 決算額 差引額

県
指
定
事
業
　
森
を
つ
く
る
活
動

　県民が安全で安心して暮らせるよう森
林環境の保全を図るため、森林整備、森
林病虫獣害の防除やそれを支える人材の
育成等を総合的に進める。

234,128 220,253 -13,875

①森林整備推進事業
「えひめ森林・林業振興プラン」に基づく森林整備の推進を図る

67,000 64,949 -2,051

②集落等山地災害危険地区整備事業
山地災害危険地区の森林を土砂流出防止機能の高い健全な森林へ誘導

40,000 39,269 -731

③フォレスト・マイスター養成支援事業
林業技術者等の担い手を養成する研修の実施

17,323 17,215 -108

④有害鳥獣総合捕獲事業
ニホンジカによる森林被害等を軽減し、森林を保全

51,780 46,785 -4,995

⑤特定鳥獣保護管理計画推進事業
ニホンジカの個体数調査や試験捕獲の実施

6,900 5,093 -1,807

⑥優良種苗確保事業
健全な森林を造成するため優良な苗木を確保、提供

29,303 29,303 0

⑦林業躍進プロジェクト推進事業
推進会議の開催等による森林・林業の現状把握

1,678 1,458 -220

⑧県産大径材生産促進事業
大径材活用のための流通設備等の支援

7,993 7,956 -37

⑨森林カーボンオフセット促進事業
県内におけるJ-クレジット販売・供給促進

3,081 2,330 -751

⑩エリートツリー活用省力化モデル事業
エリートツリーの活用・普及促進

5,000 4,909 -91

⑪えひめ農林水産業魅力発信事業
新たな林業の担い手確保

1,316 986 -330

県
指
定
事
業
　
木
を
つ
か
う
活
動

　持続的な森林経営の推進に不可欠な森
林資源の利活用を促進するため、公共的
施設や民間住宅における木造化·木質化等
による、木質資源の利用拡大を図るとと
もに、県産材の安定供給体制等の整備を
行い、県産材の競争力の強化を図る。

191,117 173,259 -17,858

①木質バイオマス利用促進事業
未利用材を木質バイオマスとして有効利用

24,730 23,898 -832

②ＣＬＴ等建築物建設促進事業
地域のシンボルとなる公共施設の木造化及びＣＬＴ利用の普及・促進等

58,376 56,958 -1,418

③木の香る公園施設整備事業
利用者に優しい木材を使用した公園施設の整備

2,000 2,000 0

④えひめ材住宅普及啓発事業
県産民間住宅に柱材を無償提供する等、木造住宅の建設を促進

70,373 59,360 -11,013

⑤愛媛県産材製品市場開拓促進事業
県産材の販売体制整備や大消費地での市場開拓等を支援

13,710 13,429 -281

⑥特用林産物生産販売促進事業
乾しいたけや乾たけのこ等の特用林産物生産者の確保

18,928 14,627 -4,301

⑦えひめこどもの城「To-beの森」プロジェクト 3,000 2,987 -13

県
指
定
事
業
　
森
と
く
ら
す
活
動

　青少年を対象とした森林・林業体験や
森林環境教育を行うとともに、森林づく
りを行う市民グループやボランティア団
体の交流や森づくりの場（フィールド）
等の情報提供を行ない、県民参加による
森林づくりの気運の醸成を図る。

31,558 28,705 -2,853

①県民と森との交流促進事業
県民と森との交流促進

21,738 19,403 -2,335

②林業普及指導事業
森林そ生プロジェクトの成果を県下に普及させるための体験と広報誌の発行

4,038 3,525 -513

③「森に親しむ博物館」開催事業
自然や森林に関する巡回展や工作イベント等の開催

3,090 3,090 0

④森林病虫獣害対策事業
松林保全活動の支援及びニホンジカの森林被害対策を図る

1,792 1,792 0

⑤アートの森プロジェクト事業
県美術館で、県産材により作成した額や展示台等による展示事業

900 895 -5

公
募

事
業

　県民の自発的な提案による森林環境保
全等の活動に対する支援を行い、県民参
加の森林づくり活動の一層の促進を図る

15,000 12,067 -2,933

県民参加の森林づくり公募事業 15,000 12,067 -2,933

全
国

植
樹
祭

積
立

令和８年春に開催予定の第76回全国植
樹祭に向けてえひめ森林公園の整備や広
報、開催準備を行い、機運醸成を図る

110,000 110,000 0

全国植樹祭　積立額（Ｃ）
　※110,000千円×5年間（R2 ～ R6） 110,000 110,000 0

全
国
植
樹
祭

積
立
金
事
業

全国植樹祭積立金

令和5年度積立額 110,000 110,000 0 

令和4年度までの積立残額 196,159 196,159 0 

○積立金総計（D） 306,159 306,159 0 

関連事業

①全国植樹祭開催準備費 13,118 13,118 0 

②えひめ森林公園整備事業費 86,900 85,858 -1,042

○歳出予算総計（E） 100,018 98,976 -1,042

○森林環境保全基金積立金（A） 600,643 600,375 -268

○事業総計（B） 471,803 434,284 -37,519

○総計（B+C） 581,803 544,284 -37,519

差額（A-B－C）＝残額 18,840 56,091 37,251

差額（D－E）＝残額 206,141 207,183 1,042

※金額については端数調整あり。
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①森林整備推進事業

②集落等山地災害危険地区整備事業

③フォレスト・マイスター養成支援事業

④有害鳥獣総合捕獲事業

　「えひめ農林水産業振興プラン2021」による森林整備を一層強化し、森林の

持つ公益的機能の高度発揮と林業の活性化、ひいては、地球温暖化防止に貢献

するため、国庫補助の対象とならない森林施業等に支援を行いました。

　山地災害危険地区のうち、土砂流出防止機能等が著しく低下し、降雨によっ

て集落などに被害を及ぼす恐れのある地区の森林について、本数調整伐を実施

し、下層植生を導入するなど土砂流出防止機能の高い健全な森林に整備しまし

た。

　林業技術者（フォレストワーカー）と作業管理者（フォレスト・マイスター）

を養成するとともに、高度な森林管理技術者及び異業種から参入する事業体を

育成する研修や林業事業体と就業希望者とのマッチングを促進するための就業

相談会を実施しました。

　ニホンジカによる農林水産業等に係る被害を軽減し、森林等の公益

的機能の保全や農林業従事者の生産意欲の減退を防ぐため、市町が行

うニホンジカ捕獲事業を支援します。

事業内容 R5

実
績

森林整備面積（ha） 194

事業費（千円） 64,949

うち森林環境税（千円） 64,949

実施箇所 県内一円

事業内容 R5

実
績

森林整備面積（ha） 74 

研修受講者数（人） 126 

事業費（千円） 23,081 

うち森林環境税（千円） 17,215

実施箇所 県内一円

事業内容 R5

実
績

全体捕獲実績数（頭） 9,977 

捕獲実績数（頭）（森林環境税分） 9,977 

事業費（千円） 110,345 

うち森林環境税（千円） 46,785

実施箇所
ニホンジカにより森林
被害及び農作物被害を
受けている市町

事業内容 R5

実
績

山地保全面積（ha） 14.65 

作業歩道等（m） 160 

事業費（千円） 39,269 

うち森林環境税（千円） 39,269

実施箇所
西条市（1）、伊予市（1）、
久万高原町（1）、
大洲市（1）、内子町（1）

獣害対策

大洲市肱川町宇和川（小畑井）

フォレストワーカーの養成
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⑤特定鳥獣保護管理計画推進事業

⑥優良種苗確保事業

⑦林業躍進プロジェクト推進事業

⑧県産大径材生産促進事業

　ニホンジカによる生態系被害等を抑制し、個体数を適正に推定するための生息調査等を実施するとともに、個体数調整を目的とした計

画的な捕獲を実施しました。また、イノシシについても捕獲等が進んでいない自然公園等を対象として捕獲を実施しました。

　林木の品種改良、種子採取源の整備等を行い、優良な種穂の供給を確保するとともに、林業躍進プロジェクトの推進に向けて、低コス

ト再造林の実現が課題となっていることから、通年植栽が可能なコンテナ苗、成長等が優れた第２世代精英樹（特定母樹・エリートツリー）、

国が推進している花粉症対策品種苗木の利用拡大のための支援を行いました。

　「えひめ農林水産業振興プラン2021」の目標達成に向けた「林業躍進プロジェ

クト（第２期）」に取り組むとともに、県民等に対し森林の理解を深める機会

を創出しました。

　スギ・ヒノキ人工林で進む高齢級化により増加する県産大径材の更なる活用を図るため、林業機械の改良、集積場所の確保やサプライ

チェーン構築のための機材導入など、持続的な林業経営の確立を目指すため先行して取り組む事業体に対し支援を行いました。

事業内容 R5

実
績

育種母樹林整備事業 ジべレリン処理 220本

花粉症対策品種等育成推進事業 一式

苗木供給体制整備事業　特定母樹 ヒノキ156本

種子採取事業 一式

事業費（千円） 39,638 

うち森林環境税（千円） 29,303

実施箇所 県内一円

事業内容 R5

実
績

路網及び機械の改良箇所数（箇所） 2

土場整備数（箇所） 0

サプライチェーン構築数（体制） 1

事業費（千円） 7,956 

うち森林環境税（千円） 7,956 

実施箇所 県内一円

事業内容 R5

実
績

林業躍進プロジェクト推進会議の開催（回） 4 

森林管理（FM）面積（増加量）（ha） 4,044 

事業費（千円） 2,556 

うち森林環境税（千円） 1,458

実施箇所
東予地方局、中予地方
局、南予地方局（本局・
八幡浜支局）

事業内容 R5

実
績

調査地点数（生息密度） 40

調査地点数（植物被害） -

捕獲従事者数（延べ） 251

事業費（千円） 23,518 

うち森林環境税（千円） 5,093

実施箇所

※生息密度調査
　県内40地点
※捕獲箇所（シカ）
　 石鎚山系、東予東部地域、東予

西部・中予北東部地域、南予南
部地域

※捕獲箇所（イノシシ）
　 松山市・今治市（奥道後玉川県

立自然公園周辺）
調査（カメラ設置）

ミニチュア採種園（東温市）

林業躍進プロジェクト推進会議

サプライチェーン構築
（愛媛県森林組合連合会）

生産基盤整備支援（近藤産業（株））
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⑨森林カーボンオフセット促進事業

⑩エリートツリー活用省力化モデル事業

⑪えひめ農林水産業魅力発信事業

　県内におけるクレジット販売を促進するため、クレジット発行者と県内外の民間企業とのマッチング相談会を開催するほか、県内外の

企業や団体へ営業活動を行いました。

　また、森林由来のクレジット供給を促進するため、森林経営者向けに意向調査やセミナーを実施し、新たなクレジット制度への理解度

を高め、クレジット発行への意欲向上を図りました。

　在来品種に比べ、成長が早く、下刈り回数や植栽本数の削減を可能とする「エリートツリー」を活用し、育林の省力化など造林・保育

作業の軽減効果を実証するとともに、現地研修会を開催し、エリートツリーの普及啓発を行い、労働環境の改善及び定着率向上を図りま

した。

　えひめ愛顔の農林水産人を活用して、県内の高校生に対する林業体験研修を実施し、林業に関わる機会を創出することで、林業のイメー

ジを新３Ｋ（稼げる、かっこいい、感動を楽しめる）に変える契機となり、次世代人材の掘り起こしを図り、新たな担い手の確保につな

げました。

事業内容 R5

実
績

県産Ｊ－クレジット販売量（t-CO2） 232

マッチング商談会参加者数（者） 7

セミナー参加者数（人） 37

事業費（千円） 2,330 

うち森林環境税（千円） 2,330

実施箇所 県内一円

事業内容 R5

実
績

エリートツリーモデル事業（ha） 25

研修会の開催 一式

事業費（千円） 5,436 

うち森林環境税（千円） 4,909

実施箇所 県内一円

事業内容 R5

実
績

林業年間新規就業者数（人）
（森林環境税分） 65

事業費（千円） 13,954 

うち森林環境税（千円） 986

実施箇所 県内一円

マッチング相談会

モデル林整備（西予市）

チェーンソー操作体験

J－クレジット活用セミナー

研修会（四国中央市）

高性能林業機械（グラップル）操作体験
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①木質バイオマス利用促進事業

②CLT等建築物建設促進事業

③木の香る公園施設整備事業

　木質バイオマスの利用拡大を促進するとともに、林地残材を資

源化する体制の構築を支援し、中山間地域を支える林業の振興、

木材の利用拡大を図りました。

　地域材を利用した公共施設の木造化・木質化や、本県が全国に

先駆けて普及を図っているＣＬＴ（直交集成板）の利用を支援し、

県産材の更なる利用促進を図り、脱炭素社会の実現を目指します。

　「木をつかう」事業の一環として、県管理の都市公園において、

休憩所やベンチ、分煙パーテーションなどの新たな施設を木製品

で整備し、景観的にも周囲の樹木と調和した緑豊かな安らぎ空間

を提供することで、利用者が優しく暖かみを感じることができる

公園の整備を行いました。

事業内容 R5

実
績

低質材の有効利用量（m3） 4,360 

林地残材等の資源化量（t） 36,822 

事業費（千円） 23,898 

うち森林環境税（千円） 23,898

実施箇所 県内

事業内容 R5

実
績

CLT建築物数（施設） 6 

セミナー実施回数（回） 3 

公共施設数 2 

事業費（千円） 56,958 

うち森林環境税（千円） 56,958 

実施箇所 県内全域

事業内容 R5

実
績

ふれあう人数（人） 31,000 

事業費（千円） 2,000 

うち森林環境税（千円） 2,000

実施箇所
第1号南予レクリエー
ション都市公園（ウッ
ドデッキ）

放置された低質材や林地残材 チップ等に加工 バイオマス発電燃料として利用資源として流通

➡ ➡ ➡

ウッドデッキの設置（第1号南予レクリエーション都市公園）

ＣＬＴ建築物支援事業（物流事業会社事務所） 普及促進事業（建築を学ぶ専門学生に向けたセミナーの開催）
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非住宅 木造建築フェア2023での県産材ＰＲ

コラボ商品による消費拡大支援

名古屋市内の木材市場での県産材展示・販売会

林福連携の取り組み 料理コンテスト

木製オブジェ

④えひめ材住宅普及啓発事業

⑤愛媛県産材製品市場開拓促進事業

⑥特用林産物生産販売促進事業

　県産材や木造住宅の良さを普及啓発する相談窓口の開設・運営や県産材製品

を利用する住宅等の新築やリフォーム、工務店等が実施する県産材の普及PR

活動を支援し、県産材の需要拡大を図りました。

　愛媛県産材製品市場開拓協議会が行う３大都市圏等の大消費地

における愛媛県産材やＣＬＴの販路拡大を支援するとともに、県

産材の需要拡大を促進するため、有力な木材需用者に対する知事

トップセールスやマッチング商談会を実施しました。

　乾（ほし）しいたけ・乾たけのこ等の特用林産物における生産

者の確保及び収量の安定化や生産基盤の強化に加えて、消費宣伝

活動、新たな販路の開拓等により、価格向上と産地化を目指すと

ともに、地域の資源を活用した農山村地域の活性化を図りました。

事業内容 R5

実
績

相談窓口相談件数（件） 627 
柱材提供件数（件） 274 
住宅等リフォーム木材利用件数（件） 60 
外構施設木材利用件数（件） 21 
県産材普及PR実施件数（件）
事業費（千円） 59,360 

うち森林環境税（千円） 59,360 
実施箇所 県内

事業内容 R5

実
績

県産材マッチング商談会の実施（回） 4
建材関係展示会への出展(回) 4
新たな県産材利用件数（回） 4
事業費（千円） 13,429 

うち森林環境税（千円） 13,429

事業内容 R5

実
績

ふれあう人数（人） 176 
木材使用量（m3） 2,061 
乾たけのこ生産面積（ha） 344 
事業費（千円） 15,257 

うち森林環境税（千円） 14,627 
実施箇所 県内全域

えひめ材の家づくり促進支援事業 住宅等リフォーム木材利用促進事業

⑦えひめこどもの城「To-beの森」プロジェクト
　えひめこどもの城では、魅力向上のための新しい

空間づくり推進のため、フォトジェニックな木製オ

ブジェを県産材等を用いて整備しました。

　えひめこどもの城を利用する児童やその家族に木

材と触れ合う機会を提供し、木材への親しみを深め

てもらいことで県産材の需要拡大を図りました。

事業内容 R5

実
績

県民参加人数（人） 386,270 
木材使用量（製材）（㎥） 1.0
事業費（千円） 2,987 

うち森林環境税（千円） 2,987 
実施箇所 えひめこどもの城
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①県民と森との交流促進事業
　森林の利活用促進を図るため、愛媛県森の交流センターを拠点として、様々な情報提供をはじめ、個別の相談や現地での指導といった

支援を積極的に行うとともに、県民が森林づくり活動を行えるようフィールドを提供しました。　　

　さらに、「えひめ山の日」（11月11日）を普及するため、「えひめ山の日の集い」を開催するとともに、森林環境税と同税活用事業の成

果等を広く周知し、森林環境税を財源とした事業について、適切な実施と透明性の確保を図るため、愛媛県森林環境保全基金運営委員会

を開催し、事業の調査・審議を行いました。

事業内容 R5

実
績

森の交流センター相談件数（件） 1,310 

身近なフィールド設置個所数（箇所） 0 

ボランティア人数
拠点フィールド（人） 147 

身近なフィールド（人） 586 

｢えひめ山の日の集い｣ 参加者数（人） 668 

事業費（千円） 19,403 

うち森林環境税（千円） 19,403

式典・表彰 COWCOWお笑いステージ

林業普及広報誌の発行

森林の謎解きラリー（エミフルMASAKI）

②林業普及指導事業
　林業躍進プロジェクトを推進し、その成果を県下全域

に普及するために、森林に関わる地域の構成員や森林整

備の担い手等が実践型団地を設定するとともに、研修や

個別指導を実施し、県全体へ林業躍進プロジェクトの普

及を目的とした情報誌を発行しました。

事業内容 R5

県民参加人数（人） 461 

事業費（千円） 10,881 

うち森林環境税（千円） 3,525 

実施箇所 県内一円
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事業内容 R5

実
績

樹幹注入量（㎥） 287 

事業費（千円） 7,257 

うち森林環境税（千円） 1,792 

実施箇所 樹幹注入（今治市）

事業内容 R5

実
績

ふれあう人数（人） 4,411 

事業費（千円） 1,248 

うち森林環境税（千円） 895 

実施箇所 愛媛県美術館

工作イベント実施状況

樹幹注入作業の様子

「ミュージアムツアー」の開催状況

イベントワークショップ『わたしの手　わたしの時間』県産材で制作した額

「森に親しむ博物館」チラシ

③「森に親しむ博物館」開催事業

④森林病害獣害対策事業

⑤アートの森プロジェクト事業

　県総合科学博物館を会場に、県産材を使用した展示ケース・パ

ネルを備え、森林をテーマにした展示、ミュージアムツアーや親

子で森林に親しむ工作教室を開催し、子供を中心とする幅広い世

代の県民の森への理解を深め、森林と共生していく文化の創造や

環境教育に貢献しました。

　重要な松林を守るため、従来から行っている薬剤樹幹注入の予防措置を実施することで、引き続

き適切な防除に努めました。

　県民の文化芸術の拠点となっている県美術館で、県産材により

制作した額や展示台等を使用し、森林をテーマとした展示事業や

関連イベントを展開することで、優れた県産材の魅力をアピール

しました。

事業内容 R5

実
績

「森に親しむ博物館」観覧人数（人） 17,639 

「ミュージアムツアー」観覧人数（人） 11 

「工作イベント」参加人数（人） 332 

事業費（千円） 3,090 

うち森林環境税（千円） 3,090

実施箇所 愛媛県総合科学
博物館
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①全国植樹祭開催準備費

②えひめ森林公園整備事業

　県民共有の財産である森林の重要性や木材利用の意義に対する

理解を深めるため、第76回全国植樹祭の開催理念や事業の展開

について、広く普及・浸透を図り、県民参加による森づくりを推

進しました。

　認知度向上と誘客促進を図り、豊富な自然の中で多様な森林体

験ができる施設を目指して、木製遊具等の施設や野外イベント会

場等を整備するための設計業務や情報発信の強化、森林体験イベ

ントなどを実施しました。

事業内容 R5

実
績

森とふれあう活動への参加人数（人） 44,224 

事業費（千円） 15,128 

うち森林環境税（千円） 13,118 

実施箇所 県内一円

事業内容 R5

実
績

来園者数（万人） 8.7 

Instagramフォロワー数（人） 1,906 

事業費（千円） 119,776 

うち森林環境税（千円） 85,858 

実施箇所 県内

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会 設立総会（R5.8.25）

キャンプ場

シンボルマーク

ESDプログラムの様子

<<大会テーマ>>

｢育てるけん 伊予の国から 緑の宝｣
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